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1 はじめに

1.1 研究背景

1.2 研究目的

1.3 研究概要

2 関連研究

2.1 DVFS

2.2 PSU

3 VSP

3.1 VSPプロセッサ

VSPプロセッサやHSモード、LEモードそれぞれの違いについて記述

3.2 提案コントローラ

提案コントローラの手法について記述

3.3 従来ＶＳＰの問題点

従来VSPの問題点を記述し、VSPの改良手法につなげる
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4 VSPの改良手法

4.1 パイプライン段数の７段化

パイプライン段数の７段化について、従来の９段と比較して説明やブ

　　　　ロック図を記述

節として分けるかどうかは任せるけど、段数を変えたので、LEモード

時の統合ステージを再検討する必要がある。その点についても議論する。

4.2 閾値の可変化

モード切り換えコントローラの閾値をプログラムで可変にしたことに

つ　　　　いて記述

5 評価

5.1 評価環境

5.2 評価結果

パイプライン段数９段と７段それぞれのVSPプロセッサの nanosimで

の評価結果を記述

6 まとめ

まとめと今後の課題
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A プログラムリスト

B 評価用データ
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